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特集　 若手科学者の現在と課題：若手科学者サミット2

本年6月2日に開催された公開シンポジウム

『第2回若手科学者サミット』（日本学術会議 若

手アカデミー 若手科学者ネットワーク分科会 

主催）において行われたパネルディスカッショ

ン『若手科学者と研究費』1の模様を報告する。

緊縮財政2や国立大学における若手研究者の

減少3等による日本の研究力低下4が国内外から

指摘される中、「若手科学者」と「研究費」とい

う題目は、現在の日本の学術研究の問題点が顕

著にあらわれるintersectionと思われる。本パネ

ルディスカッションでは以下の方々をパネリス

トに迎え、自己紹介に続き、後に述べるいくつ

かの具体的なキーワードについて活発に意見を

表明・議論していただいた。司会は筆者がつと

めた。

（順不同・敬称略、所属は当時）
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　樋口富彦（ 東京大学大気海洋研究所 特任研究

員）
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自己紹介では、まず文部科学省の方々に、こ

れまでと現在の業務、および本企画に関連して

思うところについて一言ずつ述べていただいた。

社会保障費が増大し国の財政がひっ迫する中で、

研究費を含む文教予算はどうあるべきか、政府

内でも常に問われ続けている。そのため、国立

大学運営費交付金等のいわゆる基盤的経費は18

歳人口の減少もあって減額されやすい一方、社

会的に注目される分野への「選択と集中」によ

る大規模予算は措置されやすい傾向がある、と

いった基本的背景が提示された。なお、企画の

段階では予期できなかったことだが、おりしも

国会対応に追われるところ、こちらをキャンセ

ルせずお越しいただけた方に深謝したい。

その後、各研究者からそれぞれの分野と研究

費の特徴について簡単にご説明いただいた。例

えば筆者の分野（理論計算機科学）では「紙と

鉛筆」ならぬ「論文を書くパソコンと、学会に

参加する旅費と、研究を行う時間」が重要（特

に最後が最重要）であるが、井藤氏の分野では

消耗品であるiPS細胞培養液が1本8万円との話

住井英二郎

パネルディスカッション
「若手科学者と研究費」



63学術の動向　2017.12

があった。大規模な実験を行う分野では必要な

金額がさらに何桁も違うだろう。

自己紹介後の第一の議論は「ローカルルール」

をキーワードとして設定した。これは昨年10月

に与党行政改革推進本部長（当時）の河野太郎

氏がTwitter5で研究者の意見を募集したことか

ら話題になった言葉で、国の定めた共通ルール6

にない、各大学・部局・担当者等に固有の研究

費使用ルールのことである。例えば「新幹線の

切符は使用後に提出」「学会に参加したら他大学

の参加者による署名が必要」といった、過剰に

思える手続きが一部の大学等で要求されている。

その背景には、非常に遺憾なことに一部の研究

者による「架空発注」「カラ出張」等の研究費不

正使用が散発し、「国民の信頼」を損ねかねない

事態がある（文科省の方々も、そのような不祥

事のたびに政府内外での説明・対応に追われる

とのことである）。河野氏と文科省のご尽力によ

り、ある程度は改善されたようだが、問題の根

本には事務組織が会計検査での指摘をおそれて

防衛反応を起こしている面もあり、研究者と事

務担当者および会計検査担当者の意思疎通をは

かるべきという議論になった。なお、本パネル

ディスカッション後に河野氏が外務大臣に就任

し、「ローカルルール」改革は一段落してしまっ

た感もあり、特定の個人に依存しない意思疎通

システムと政策決定プロセスの重要性がますま

す明らかとなったように思われる。

第二のキーワードは「科研費改革」とした。

今年度募集からの科研費改革自体については各

種説明会等が開催ないし予定されており、この

記事が掲載される頃には広く周知されていると

思われるので割愛するが、特に若手研究（Ａ）

の廃止や、若手研究の応募条件の変更、挑戦的

研究（開拓）に関する議論があり、すでに公表

されている内容を研究者が知らないといった問

題がここでも指摘された。

第三のキーワードは「論文数のカーブ」であっ

た。これは国立大学財務・経営センター理事長

（当時）の豊田長康氏が2012年に公開して話題

になった『あまりにも異常な日本の論文数のカー

ブ』というタイトルのブログ記事7に象徴され

る、日本の研究力（絶対数に限らず高インパク

ト論文など、あらゆる指標）の低下のことであ

る。豊田氏の分析では基盤的研究費の減少が要

因とされたが、その他に「ローカルルール」の

改善や研究費の「基金化」といった政策により、

より効率的に金銭的および人的資源を活用する

ことも可能ではないかと思われた。また、常勤

の大学教員は特に職位が上がるほど管理・運営

業務が増えて多忙となり研究時間が減少するが、

有期雇用の研究員等はそうでもないので、より

多くの研究費と高い自由度を与えてはどうか、

との意見もあった。

総じて、国の財政・経済状況の問題はあるに

せよ、これまでは行政・事務組織と（特に若手の）

研究者の意思疎通が決定的に不足しており、「研

究費」ひいては科学・技術政策に関する今後の

取り組みにおいては「コミュニケーション」が
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非常に重要であるという点を参加者全員が実感・

合意するパネルディスカッションとなった。

注

1 主催側の手違いにより、プログラムでは『若手研究者と研
究費』と表記されていた。この場を借りてお詫びしたい。

2 "What price will science pay for austerity?" Nature 543, S10–

S15 (23 March 2017), https://dx.doi.org/10.1038/543S10a

3 『国立大学で若手研究者が減少傾向』Natureダイジェスト
Vol. 9 No. 6, https://dx.doi.org/10.1038/ndigest.2012.120605

4 科学技術・学術政策研究所『科学技術指標2017』『科学研究
のベンチマーキング2017』

5 https://twitter.com/konotarogomame/

status/783135486504148992

 またはhttps://j.mp/KTLCL

6 https://twitter.com/konotarogomame/

status/765701878197788672

 またはhttps://j.mp/KTCNR

7 http://blog.goo.ne.jp/toyodang/e/26f372a069cbd77537e4086

b0e56d347

 またはhttps://j.mp/TYDPCV
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